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        Ⅰ．はじめに

        　公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会（NACS）は、「消費生活アドバイザー」と「消費生活コンサルタント」「消費生活相談員」の資格を有する会員で構成する消費者問題の専門家団体です。東北支部は、東北6県に在住する会員（95名、2013年3月現在）で構成されています。当協会は、経済産業省の許可を受け1988年（昭和63年）に発足し、消費生活に関する身近な諸問題、省エネなどを中心とする環境問題、消費生活教育等を柱とする啓発活動、更には地方の消費者行政の充実を図るための活動をしてまいりました。2011年（平成23年）3月4日に内閣府より公益社団法人への移行認定を受け、消費者団体として初めての公益社団法人に認定されました。

        　新たな活動を開始しようとしていた矢先の3月11日、宮城県沖を震源としたマグニチュード9.0、最大震度7という過去に私達が経験したことのない強烈な揺れと、その後に起こった津波の襲来というまさに未曾有の東日本大震災が起こりました。

        　この度の震災による全国の死亡者は15,883人、まだ行方が確認されない不明者は2,681人となっており1)、改めて、今回の大震災で亡くなられた皆様に衷心からお悔やみ申し上げますとともに多大なる被害を蒙られた方々にお見舞いを申し上げます。

        　NACS東北支部では、2012年1月に「それぞれの3・11　消費生活アドバイザー・コンサルタントなどに対する震災アンケート報告書」と題し、大規模災害時における諸課題について、消費者専門家集団の視点で取りまとめました。会員はもとより国立国会図書館他公共機関へも配布し広く国民の皆様にもご覧いただけるようにいたしました。

        　しかしながら、当初発行いたしました報告書は、早期発行という趣旨からアンケートの集計、分析並びに問題提起に終始しており、時期の経過とともに事実関係の追録、検証や防災ガイド的な内容を含め、更なる充実を図るべきと考え総合版を発行するに至りました。

        　総合版には、2012年2月に開催いたしましたセミナー「我が家の防災マニュアルを作ろう」の関連資料や、NACS東北支部のHPをご覧になりご要望の多かった会員限定冊子の「それぞれの3.11　震災体験談」、NACS東北支部ニュース35号(2011年4月発行)掲載の「ライフラインが断たれた時に使えたモノ」を再編し、併せて掲載いたしました。

        　また、東日本大震災を踏まえ、その後の災害対策状況に関する追跡フォローが必要と考え、再びアンケート調査を行った結果もまとめております。

        　報告書作成に当たり、ご協力いただきました関係各位にはここに改めて厚く御礼を申し上げます。本報告書が今後皆様の防災対策の一助になれば幸いです。

        2013年3月

        　

        公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会

        東北支部運営委員会　東日本大震災復興支援プロジェクト
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        第一章　NACS東北支部会員の体験から

        
            Ⅰ．ライフラインが断たれた時に使えたモノ

            　2011年4月2日にNACS東北支部各委員会の委員長が集まり臨時の運営委員会を開催した際、震災直後、どう対応したのか、それぞれの経験について話し合った。

            　そこで、すぐに役立ったモノを、震災特集と題した東北支部会員向けの情報紙(4月15日発行/NACS本部事務局印刷手配)に「ライフラインが断たれた時に使えたモノ」として掲載し保存版とした。

            　

            
                1．使えたモノ保存版説明

                (1)簡易浄水器

                

                

                【浄水作業の流れ】

                ①大きいバケツに井戸水をくみ上げ、バケツに浄水器の吸い上げ用のホースを入れる。

                ②浄水器のレバー(写真中央上部)を手動で前後に動かし、２個のろ過機（写真中央の筒状のモノ）を通す。[水が必要な人、若い人が優先的にレバー操作を行うルールを作った]

                ①水がろ過されきれいな水になり出口ホースより出てくる。

                　

                　ろ過された水は、そのまま飲んでも大丈夫だが、飲料水としては沸騰させた方がより安全になる。洗い水には十分である。この時は浄水器の持ち主である水関連の専門家がいたため、ろ過した水に簡易測定器で確認した微量の塩素を混ぜて殺菌し、一般の水道水と何ら遜色ない飲料水として約1週間、地区60軒に配った。

                　後日、殺菌して飲料水として配ったものを、検査機関に持ち込み検査してもらったが、飲料水として適するという検査結果が出たため、井戸に掲げて周知した。

                　

                (2)天水桶(てんすいおけ)

                　仙台市環境対策課では、東日本大震災発生以前の1996年から、NPO法人仙台リバーズネット・梅田川へ委託し、ニッカウヰスキー(株)仙台工場内にあるニッカ製樽株式会社仙台事業所で使用済みのホワイトオークのモルト樽を再利用した手作り「仙台天水桶」の講座を毎年開催している。「仙台市政だより」で広く公募が行われ、震災後の2012年7月7日にも七北田公園都市緑化ホールで、51名ほどの講座が開かれた。

                　

            
            
                2．保存版シート

                　NACS東北支部ニュース35号(2011年4月発行)より抜粋した「保存版・ライフラインが断たれた時に使えたモノ」 

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                　

            
        
        
            Ⅱ　NACS東北支部会員体験談文集

            　NACS東北支部ニュース36号(2011年6月発行)および支部HPにて、「東日本大震災を経験して」をテーマに会員から原稿を募集し、2011年9月17日に「それぞれの3・11」と題して文集を発行した。

            総合版発行にあたり、縦書きであったものを横書きにし、新たな写真も加えて再編集を行った。

            

            Contents

            　

            ◆東日本大震災からの1ヵ月

            ◆逆境に負けない

            ◆「その向こう側」

            ◆「3・11」

            

            ◆東日本大震災を経験して

            ◆仕事と育児の両立（震災編）

            ◆頑張るのは大人だけじゃない

            ◆東日本大震災を体験して（被災後３ヶ月経過した今を想う）

            ◆東日本大震災の記憶を記録する

            ◆東日本大震災を体験して

            ◆大震災を経験して思うこと

            ◆思うこと

            ◆地震、そして津波

            ◆東日本大震災1週間の体験と思うこと

            ◆地震はこりごり

            ◆東日本大震災における緊急時のNACS本部との連携について

            ◆後記

            　

            　3月11日の金曜日は仕事のため福島市から仙台市に車で出掛けていました。午前中で業務調整を終えましたので午後からは南相馬市まで太平洋の海沿いの道を南に進み午後1時に目的地に到着。それからしばらく経ってから想像したことも無いような大きな揺れを感じ、多少揺れが治まったようなので戸外に避難をしているとあちらこちらで「潰れた家があるぞ！！」との声がありました。全壊した家があるほどの大きく、長時間の揺れのため屋根瓦が落ち、石塀が崩れ、土蔵の壁が無くなっている光景は何が起きているのか今までに経験が無い不思議に感じたことを思い出します。

            

            　南相馬市は海のそばであること、地震で津波が起きることすら全く想像もできなかった。30分ほど経ってから多少冷静さを取り戻し、自宅はどうしたのか、家族は無事か心配になり、福島市に向かって車を走らせました。途中、途中で強い余震、その都度道路わきに停車し、さらに山道を走ると石が散乱しているために徐行、飯館村を通過する時は前方が見えなくなるほどの吹雪になりましたので予定より１時間ほど多くかかって福島市近郊まで到着しました。しかし、市内では道路が陥没、橋に段差、さらに信号は停止していたために市内全域は車が氾濫、思うようになかなか進むことはできませんでした。途中、大きな余震は続いておりましたが先ずは給油をしなければと思い、いつも利用しているガソリンスタンドに立ち寄りましたがその時は既に福島市内全域は停電、当然、給油を断念し、再び移動を開始しました。ほとんどのコンビニでたくさんの人が集まって混乱している様を横目に自宅には予定の倍ほどの4時間で到着しました。

            　その日からしばらくは電気、水道、ガスは全く使用できない状態の生活が始まりました。

            　3月11日は雪が舞うほどで春に近い季節の割には寒かったのですが余震の都度に慌てないようにしたいと考えて旧式の石油ストーブは使わないようにして厚着して毛布に包まって一晩過ごしました。

            　水道はもちろん、井戸水もポンプが使えなかったので急遽、エコ給湯の貯水タンクの水を飲料水に利用、乾電池、懐中電灯はたくさん買い置きしてあったので照明はしばらく大丈夫、もちろん携帯電話も乾電池のお陰で問題無かったのですが電気が使えなくなり我が家の熱エネルギー機器は全く機能不全になり、お湯、煮炊きができなくなっていました。ニュース、緊急地震速報は携帯電話のワンセグ。その時に初めて津波による甚大な被害を知った。

            　地震により津波が起きることに常に備える、また、車での移動中でも大きな地震で急に何が起きるかを常日頃から意識することが大事であることがわかった。

            　札幌市から仙台市に出張していた方からの後日談ですが当日、仙台市内のホテルも停電、建物の損傷で急な宿泊は出来なかったために、やむなく仙台在住の方に世話になるために一緒に帰宅したが交通機関が動いていないので徒歩で数時間歩いて1泊、翌日に仙台空港は水没しているため山形空港から新千歳空港へと考えてバスで山形空港に移動。しかしながら山形空港で更に1泊しても新千歳空港行きの飛行機にも乗れずに結局、東京行きのバスを確保して羽田からなんとか3泊4日で札幌の自宅に戻った。

            　また、出張先が石巻で津波に遭遇した人は高い建物に非難して何とか無事だったが車は水没して使えず、自転車を調達して仙台市内まで一昼夜の道のりでやっとの思いで帰宅できたと聞いた。

            　ガソリンスタンドは停電のため休業していたが福島市内は運良く4日後から電気は徐々に復旧したので営業が再開されました。しかしそれからが大変でした。高速道路が陥没で寸断され、供給するタンク車は動けない状態にあり、また当時は原発事故により、放射能が怖いということでタンク車は福島県内に来なくなっていました。ガソリンスタンドから数キロに給油待ちの車両の列が伸びて一晩並んで約10リッターの給油、さらにリッターあたり180円という割高ガソリン、中にはリッター200円のスタンドもありました。全て現金、2千円でおつり無し。10リッターでは少し走ると給油ランプが点灯して翌日のために夜にはまた長い列に並ぶ繰り返しで震災直後から4月1日までの20日間ほど続きました。

            　食糧品等はほとんどの店舗が開いていなかったのですが自宅に保存していた乾麺、缶詰、冷凍食品でしばらくは凌げる量がありました。それでも多少は補うために5日後に営業再開したコンビニに行きましたらここでも長蛇の列、中に入ってみると商品陳列棚は既に空っぽで多少の弁当、パンを割り当てられた数だけ買うことができました。それでも放射線を浴びながら長時間並んでいたかと思うと東京電力と行政の対応に欺瞞を強く感じた。

            　ガソリン、食糧品確保は無理しないことにしていましたのでストレスを感じないで済みましたが、肝心なのは水でした。ほとんどの方は給水所の公民館で放射能汚染の中、またまた2～3時間ほど長蛇の列に並んで確保していましたがすぐそばに中学校がありましたので並ばずに確保できました。災害時に学校等で給水できることはほとんど知られていなかったのです。

            　我が家でも水道は止まっておりましたが電気が復旧したので井戸水で凌げましたが福島市内では地域により違いがあったものの水道は2週間ほどで復旧しました。

            　家の中はどうだったのか、どこから片付けるか悩む程度で済みましたが、食器類はほとんど割れてしまいました。2階は特にひどくタンス、本棚は倒れて書籍、書類等々は部屋一面に氾濫していました。反省したことは地震対策が皆無でしたのでタンス、本棚、食器棚、テレビ等々は地震で倒れたり、勝手に大きく移動したり、重い置物が勢い良く落ちて床が陥没していました。「日頃の備え無し」を反省し、3日間かけて整理しました。我が家の被害は小さかったので震災から１ヶ月過ぎて生活はほぼ正常に戻りつつある時期でしたが津波によって被害された地区は復旧に手付かずで先が見えず、さらに原発事故による放射能汚染でコンビニも営業再開していなかった地域もありました。

            　1ヶ月経過しても3月11日以降はとにかく強い余震が1日に何度も起きてきていますので2リットルのペットボトルに半分ほど水を入れて、その小さな揺れを早めにキャッチして地震に備えるようにしていました。

            　予測していなかった甚大な自然災害への備えは残念ながらできていなかった訳だが今回の地震を体験して常日頃から地震への備えを地域行政通して徹底および啓蒙活動することの重要性、また、交通網が寸断されて生活物資供給ができなかったことの問題点が浮き彫りになったことから隣県連携での備蓄体制等々を検討しておくべきではないかと考えます。

            　そして、原発事故による放射能汚染の問題はこれから数十年続くことでしょうから今までの生活を見直すことに心がけてエネルギー問題を注視していくことにします。

            

            　

            　大震災を機に、誰もが今までの価値観や生き方を見直すことになりました。

            　そして、見ず知らずの人であれ傍にいてくれることがどれ程大きな力になり得るか思い知らされた半年でした。

            　私は高校卒業まで秋田の親元で過ごし、それと丁度同じ年数を岩手、宮城で暮らしました。平成23年3月11日のその時、勤務中に停電。職場である消費者センターは電話が途絶え、充電済みの小さなモニターで第二の故郷が大きな波に流される様子を茫然と見ていました。それが本当に起こっていることなのか、一体これから何が起きるのか。宮城の友人たちは、親戚は、一昨日手術したばかりの義父は病院でどうしているのか。

            　幸い私の知人は皆無事でした。一番心配だった石巻の同級生は間一髪の場所に住んでおり家も守れたといいます。但し、福島の友人は原発事故の影響で日々怯えています。結局、どんなに時間が経っても元のままには戻れないというのが現実なのです。

            　一方、「がんばろう東北」「宮城は負けない」…。勇気あふれる言葉の数々が人の心を前向きにしてくれました。未だ避難を続け、かつ希望を失わない方々の奇跡。悲劇は想像を超えた生命力と人の絆を立証した様に思います。県境を越え、東北という枠も越えて寄り添い生きている実感。又、遠い国々からの応援部隊が笑顔で救いの手を差し伸べました。

            　世の中に、信じられないことは度々起きます。天災からは逃れられませんし、心は決して晴れません。けれど、復興に向けたエネルギーは確実に甦っている。誰かと繋がっていることが何よりの命の源。「負けない心」を支えます。NACSの中でも、あの非常時に速やかな情報伝達が行われ、組織力に感謝しました。この組織を通し、そして仕事や地域を通して私自身も支える存在でありたいと願います。

            

            　

            　阪神大震災の直後に引っ越し、私は大阪に住んでいた。引越しのための退社を上司に報告したすぐ後に大震災があり、上司から「危機一髪だったね…」としみじみと言われた。そう、関西に住んだことのある上司に住み心地を尋ねた街では、多くの犠牲者が出ていたのだ。

            　ちょうど現在から干支が一回りほど前の頃だろうか。あまり周囲にはいなかった仙台出身者と知り合いになり、メールで「私も中学、仙台だったので仙台は第二の故郷と思っています。最近宮城は地震の可能性が大きいと言われていますが、心配ですね。私も人ごととは思えません。」と送った文章を何故か今でも忘れることが出来ない。そう、確かに人ごとではなかったのだ。

            　今年3月9日。私は、今は被災者向けの相談窓口に変わってしまった職場の食堂にいた。いつかはまた戻りたいと思っていた仙台に引っ越すことが出来、行政の相談窓口に職を得た。相談業務は、やはりそれなりにストレスはある。しかしランチタイムは息抜きの時間。市内を見渡せる席に座り、時間いっぱいまでのんびり過ごす。

            

            　しかし9日は、宮城に戻ってきてから一番大きい地震があった。来庁者もランチの手を休め皆固まる。私もそそくさと食事を切り上げ、相談室に戻った。「いやぁ、食堂は来庁者ばかりだったんで、皆さんを誘導しなきゃだめかな？って悩んだんですよ。でも、この程度で誘導してたら大げさですよね。」この時は、きわめてのんびりと笑い話として話していたのだ。

            　ところが、その2日後だった。この日は、2日前よりさらに大きいと思われる地震に遭遇し、当時来客がいなかったこともあり、デスクの下に身を隠した。同僚と「長いね」「怖い！怖い！」と心のままに声をあげてしまっていた地震のさなか。なんとか揺れがおさまり、ほとんど部屋の中の物も落ちていなかったのでゆっくりと部屋を見て回る。福岡市で震度6弱の西方沖地震を体験した私は、「もしやこのクラスの地震？いや、そこまではいかないだろう…」と今考えると甘いことを思っていた。ちなみに、この震度6弱の地震で、震源地に近い能古島にいながら、すぐにフェリーに乗り込むという無謀なことをしていた。津波がなかったからよかったようなものの。

            　そして地震直後。庁舎内外がただごとではない雰囲気であることを感じる。住民の方々は庁舎内に集まり、職員は緊急体制に入る。パソコンは使えなくなり、相談室では現状をなかなか把握できなくなっていたが、帰宅時間を２時間過ぎ、電車は止まっているだろうな、と思いながら、上司に、帰宅できるようなら帰宅します、と話して300メートルほど離れた駅の方へ向かってみた。

            　駅前では、ボートを持った自衛隊員が走っていた。

            「水が見えるぞ！こっちへ来るな！高いところへ上がれ！！」

            　電車で帰るどころではなかった。あわてて電車の止まった駅舎に駆け上がる。駅のすぐ前の川は、津波をせきとめて尋常でなく水かさの増した姿を見せていたのだ。その時の私には情報が寸断されて知るすべもなかったが、川の向こう側には津波が暴れていた。

            　駅舎から私達が呆然と見下ろす川の向こうでは、まさに200名近い津波による犠牲者が出ていたのだとは、当時の私達には想像することもできなかった。

            　自認している悪運の強さのため、同僚のご主人の車と、待たずに乗れたタクシーとによりなんとか自宅にたどりつく。駐車場では、灯りをともした車の中で何人かが寒さをしのいでいた。「あれっ、マンションに入ったら危ないのかな。どうしよう…」なすすべなく駐車場で行ったり来たりしていると、私の名を呼ぶ声がした。夫だった。

            　それからはガソリンがあまりないため、週末を必要な買い出し以外はほぼ動かずに駐車場の車の中でじっとしながら過ごした。寝袋が幸い複数あったため、横殴りの雪が降るほど寒かった11日も、初めての車中泊にもかかわらず寒さにふるえず過ごすことができる。ラジオで流れる信じることの出来ない海沿いの惨状により、初めて東北のおかれている状況を少しずつ把握して、駐車場から星空を見上げながら、背筋の凍る思いをしていたのではあるが。

            「どうなるんだろう、東北。どうなるんだろう、宮城」

            　

            　

            　

            恐怖の揺れ

            　週末の出勤日のこの日も片道50kmの長距離通勤で1日が始まりました。

            　3月11日14時46分、突然事務所内の緊急地震速報機が鳴り出し、地鳴りと共に大きな揺れに襲われました。事務所が１階にあった為、取るものも取りあえず全員が外の広場に避難しました。立っていることさえ恐怖に感じられる程のものすごい揺れとこれまで経験したことのない程の長い時間が経過し、地面が揺れているのが分かりました。100M程離れた小高い場所にある事務棟が縦に横に激しく揺れており、誰かが持っていたラジオからは大津波の襲来が伝えられ、沿岸部に近い場所から通勤している仲間の心配そうな顔がそこにはありました。工場に働く人達が、避難場所になっているその広場に続々と集まって来ました。各部署の点呼が行なわれ、余震が続いていた為、そのまま待機しておりましたが約1時間後には退社の許可がおりました。すぐに、家族の安否をメールで確認した所、運良くすぐに返事があり全員無事であることが分かってホッとしました。さて、どういうルートで帰ろうかと考えましたが、取りあえずいつも通り、内陸部へ向かってみましたが、途中、信号機が機能していないこともあって予想通りの大渋滞。高速道は当然のことながら全面閉鎖の為並行する県道のルートで帰りを急ぎました。途中も渋滞箇所がいくつもあり、沿道には大きなガラスが落下破損したカーディーラーや屋根瓦が激しく損傷した民家等もあって異様な光景が続きました。余震はその後も幾度となく発生し、停車中には車体が上下に揺れ、果たして我が家はどの位の被害があるのか一瞬、不安がよぎりました。

            　約3．5時間後でやっと家に辿り着きました。靴を脱ぎ、家の中に入ってローソクの灯に照らし出された家族の顔を見てやっと安心しました。

            　自宅の被害の程度はそれほど大きくはありませんでしたが、1、2階にある水洗トイレの水タンクの蓋（陶器製で結構重い）が2個とも長さ約50cmの便器の上を通過し、表裏を逆にして床に落下していたのを見て、その時の上下左右の相当の揺れの激しさに愕然としました。

            痛感したインフラの有り難味

            　電気・水道・ガスの供給が全てダウンしており、普段何気なく使っているこれらインフラの有り難味を痛感しました。トイレ用の水は地震発生直後に風呂に溜め置いたとの事でしたが、生活に必要な食料品を主とした備蓄品はいかにも不足気味でした。結果として、水道が3日、電気が6日、ガスが最も遅く約３週間後に復旧しましたが、その間、飲み水としての飲料水（給水車からの水、市販のペットボトル）の確保や調理用熱源としてのカセットボンベ確保等に東奔西走することになりました。

            　ガスの供給停止で最も困ったのは、その間、風呂に入れなかった事です。電気が復旧してから、電気ポットで何回も何回も繰り返し湯を沸かして最低限の量を確保し、これを使って浴びる方法で何とか凌ぎました。

            飽食の時代に食べる物がなくなる？

            　備蓄の食料品、いまやただの箱となってしまった冷蔵庫内の食料がどんどん少なくなり、ラジオや新聞から入ってくる数少ない営業を再開したお店を探し求め、家族全員で手分けしての早朝買出しが始まりました。

            　私も情報があれば住んでいる近辺のスーパーはもとよりコンビニ等へ早朝から出かける事が何回かありました。ある時は、街の中心部の方がモノがあるだろうと考え、わざわざリュックを背負い出かけました。

            　みぞれ混じりの寒い中、自分も含め人々が殆ど無言で何時間も待っている姿は写真で見た戦後の買出しそのものでした。

            　電気が復旧して通常通りのご飯が食べられるまでは、ラーメンを始め、インスタント食品が活躍しました。日常的に殆んど食べないので備蓄は殆んどありませんでしたが、やはりある程度の備えは必要と感じました。

            ガソリンが消えた

            　食料品の確保と共に困惑したのはガソリンの不足でした。出来るだけ車の使用は避け続けてはいたもののやはり限界があり、早朝から並ぶことが２回ほどあり、ある時には、5時30分頃から並んで給油が終わったのが丁度お昼頃という有様でした。車社会とは言え影響の大きさは計り知れないものと感じました。食料品のように備蓄は出来ないものですが、家庭で充電出来るような電気自動車が遠くない将来に普及するようになれば、ちょっと違った状況になるのかもしれません。

            最後に

            　今回の災害の非常用として実際に使って重宝した主なものは次の通りです。

            ・手回し充電ラジオ

            ・停電センサー（停電時にサーチライトが自動点灯）　

            ・ラップ（皿を汚さないよう下に敷く）

            ・アルミホイル（調理用器具として加熱時に食材の下に敷く）　

            ・使い捨てカイロ（寒さ対策）

            ・マスク（風邪予防、粉塵対策用）

            震災を経験して

            

            　『備えあれば憂いなし』と言う先人の言葉も、自然の大きな力の前には限界を感じる部分もありますが、これからも必ず起こるであろう地震を始めとした自然災害に対して、日本人の知恵を出し合い、防災・減災の為の国造りをしていく必要性を感じました。

            　

            　震災でまず思い出すことは、地震の1ヶ月ほど前に仙台に越してきたため、土地勘や知人が殆ど無く情報を入手できず困ったことです。地震当日、避難所がわからず探し回ったことや数日後から開きだした店の場所がわからず右往左往したことが思い出されます。

            　しかしまた、そのような時でも絶えず心配してメールをくれた東京の友人達は言うに及ばず、買い物のために並んだ行列で見ず知らずの人達から励まされたり、情報を教えてもらったりしたことも忘れられません。改めて人を助けられるのは人だと実感しました。

            　そこで、少しでも自分も人の役に立てればと思い３月末から災害支援ボランティアを始め、高齢者宅の家具の片付けや支援物資の各避難所への仕分、写真の洗浄、泥かき等いろいろな作業をやりました。一緒に活動するボランティアの人達が、県外（沖縄からも来ていました）から多数来ていることや高校生や大学生が多数参加していることに驚くと同時に、津波から辛うじて逃げられた人達がボランティアに参加している姿も目にしました。このような活動を通じ、ボランティアを依頼してきた人達やいろいろな立場のボランティアの方達と交流することで、むしろ自分が精神的に助けてもらっていると感じることが多くありました。

            　震災から半年が経過し、街が復興していく中で、この震災の経験を個人の防災意識や準備に生かすだけでなく、ボランティア活動や啓発活動等何らかの形で社会に還元できればと思っています。

            　

            　3月11日に発生した東日本大震災においては、皆様よりお見舞いのメールお電話お手紙を頂戴し、本当にたくさんの励ましをいただきました。心より感謝申し上げます。

            　今回の地震に関して、食料のこと、ライフラインのことは他の被災された会員の皆様に報告をお譲りするとして、私は、通勤と子供たちのことについてお話したいと思います。

            　3月11日当日は、私自身は仙台市中心部の勤務先、夫は石巻市内の勤務先、長男は松島町内の小学校、長女は松島町内の保育所と家族全員がそれぞれ別の場所で被災をしました。それでも、確実に学校にいる時間（授業中）、保育所にいる時間（お昼寝中）であったことが何よりの救いでした。学校が終わり、自転車で遊びにでかけている時間であったり、保育所の散歩で外に出歩いている時間ではなかったため、絶対子供たちは大丈夫という確信が持てました。子供たちは大丈夫という確信があったので、約25キロ離れた自宅へは、日没時間と、街中が停電し真っ暗な道を歩くのは危険と考え、当日は帰宅することはあきらめ、12日早朝に同方向へ帰宅する同僚の方が車を調達できたことから、一緒に乗せていただき無事に帰宅することができ、保育所と小学校近くの避難所にいた子供たちを迎えに行くことができました。石巻市内の勤務先で被災した夫は、地震の翌日12日に勤務先の周辺が水につかり、なかなか出られなかったそうですが、夕方に太ももまで津波の塩水につかりながら通常、車で40分の距離を約4時間かけて自転車と徒歩で自宅に戻ってきました。

            　私は自宅（宮城県松島町　JR東北本線　松島駅近く）から会社（JR仙台駅より徒歩15分）まで（平時は通勤時間45分）の交通手段が断たれ、また、学校・保育所ともに休校・休園のため自宅にてすごしておりましたが、ライフラインがなかなか復旧しないため、千葉の実家に３月19日に避難しました。交通機関は鉄道が宮城県内ではほぼマヒ状態で、かつ、ガソリンは全く手に入らないため、松島から仙台までタクシー、仙台から福島、福島から郡山、郡山から福島空港とバスを乗り継ぎ、福島空港から羽田空港まで飛行機に乗り、羽田空港から千葉の実家の近くまで、再度バスで、そして、バス停まで迎えにきてもらい、約10時間かけて、小学生と6歳になったばかりの保育園生の子供2人をつれて避難をしました。

            　子供たち二人は保育所・学校ともに即日休校・休園となり、そのまま春休みにはいるということもあり、千葉の実家に預け私だけようやく3月23日から出勤しました。平日は仙台市内（泉区南光台）にある、義理妹の家へお世話になり、徒歩と地下鉄で通勤し、週末はバスと新幹線（那須塩原から東京）を乗り継いで千葉の実家の子供たちのところへ通いました。私が千葉に帰った19日以降、夫は石巻の会社に泊まりこみで復旧作業を行っていました。3月25日前後にライフラインの最後である水道が復旧し、3月30日が小学校の登校日のため、3月29日に子供たちをつれて、千葉の実家の母が松島の自宅に来てくれました。たまたま、実家の所在地が被災地ではなく、また両親が健在で、孫の世話を頼むことができる状況でしたので、子供たちを預けることができました。3月末に保育所が再開し、4月1日からは学童保育に長女（現在小1）を預けることが可能でしたが、町役場が仕立てた、通勤臨時バスは松島発朝の6時と6時15分の2本、帰りは仙台発18時と18時30分の2本で、いずれも渋滞により片道2時間かかり、保育所・学童保育が始まる前に家を出て、閉園までには家にたどりつけない状況でした。実家の両親の助けがなければ、本当にどうしたものかと思いました。

            

            　JR東北本線は3月末に途中駅まで、4月5日にいったん最寄り駅まで開通するも、4月7日の余震で再びゴールデンウイーク直前まで不通となりました。ガソリン不足により、車での通勤は難しく、かつ鉄道が不通の影響により、大渋滞の毎日でした。震災直後とはいえ、インフラ事業の一端を担う会社に勤務するものとして、仕事は待ってくれず、また夫も自営業を営み、津波を被った会社を復旧させるため、平日はほぼ会社に泊り込みで作業を行なっていたため、子供たちの世話を頼むわけにはいかず、また、石巻の夫の実家の両親は無事で健在でしたが、ライフライン被害・自宅の損壊が甚大でとても、子供たちを預かれる状況ではなく、また、小5の長男を一人留守番させるにしても、保護者が家に不在のときに、余震がきて、海に近い自宅へ津波が襲ってくるなどという状況も考えられなくないため、もしも実家の両親がいなければ、県外の児童擁護施設？にでも預けなくてはならなかったかと今振り返ると思います。本当に両親には感謝しています。

            　かろうじて保育所は3月末に数日通い、4月に入ってから卒園式が行われました。小学校が再開したのは通常の2週間遅れの4月21日。それまで、余震と放射能の影響で友達と外で遊ぶこともできず、自宅で毎日携帯ゲームに明け暮れ、兄妹けんかをする日々でした。

            　同じJR沿線に住む、会社の同僚の方は会社が用意した、借り上げアパートで単身赴任もどきで会社に通勤していました。その方は専業主婦の奥様がおられ、子供たちも高校生と専門学校生とすでに大きかったため、そのようなことが可能でしたが、子供が小さく、遠方より通勤されている方は特に首都圏には多いと思われます。子供ばかりでなく、介護が必要な高齢者がご家族にいる方も多いと思われます。保育所・学校・学童保育・ショートステイ・デイサービスなど機能しなければ、たとえ、通勤手段である交通機関が復旧したとしても出勤できない状況となるでしょう。企業や自治体、地域全体として、震災など大災害直後の社会活動を継続していくためには、私たちのような労働者が安心して、勤務できるような仕組み、そして、通勤についても様々な代替手段を始め、勤務は会社にて行うだけでなく、在宅勤務などさまざまな工夫が今後求められていくものと思われます。

            　今回は両親の助けのあったことを中心にいたしましたが、近所の方や、子供のお友達の親御さん、遠くに住む親友本当にいろんな人に助けてもらいました。感謝の気持ちを忘れず、復興にむけ力を注いでいきたいと思っております。

            　

            　地震のおかげで私は娘と正面から向き合う時間ができた。

            　このたびの震災で亡くなった方のご冥福と被災された方の一日も早い復旧をお祈り申し上げるとともに、生きていくことについて考える時間をたくさんいただいたことを感謝申し上げる。

            　地震があったとき、私は職場で上司の不在を預かり、夫は新幹線で盛岡から仙台に戻る途中、娘は保育園でお昼寝をしていたところだった。娘が夫が帰ってこないことに不安がらないよう、いつも以上に一緒にいて、大丈夫、ママはあなたが大切よ、守ってあげるよ、と声をかけた。普段はあまり口に出して言わなかったためか、娘はとても嬉しそうにしていた。

            　夫が不在のまま数日間、娘と2人で、極力被災の雰囲気のするところへは行かないで、自転車で出かけたり手をつないで長いこと歩いたりという毎日を過ごした。保育園の預かりが再開されるとすぐに預けて自分も仕事に行った。少しでも早く「日常」に戻して「大丈夫」だと思ってもらいたかった。震災後の初めての保護者面談で、保育園の先生に「いつもみんなの頼れるリーダーなんですよ」と言われた。話をよくきくと、私が娘にしてあげたことと同じことを保育園でおともだちにしてあげているようだった。家にいると余震があるたびにとびあがって私を探しに来るが、保育園では小さな余震にこわがるおともだちに「大丈夫よ」といって抱きしめてあげるおねえさん役をしていたそうだ。子供は親のすることをよくみてる。

            　震災後のある日、ユアテックスタジアムに手書きの横断幕を掲げられていた。娘が何てかいてあるの？ときくので「がんばろうね、って書いてあるんだよ」と教えたら、「頑張ってるよ」と答えた。そうだ、子供も頑張っている。大人はもっと頑張らなくちゃいけない。そう思った矢先に、娘が私のポケットの中の気分的になかなか捨てられなかった使用済み乾電池を触りながら「ポケットに何をいれているの？」ときいたので「プライド」と答えたら「そんなのはいらないよ」といわれた。あぁ、私の娘だな、と思った。

            

            　

            　あの未曾有の3．11大震災から丁度今日（6月11日）で3ヶ月を経過した。あの時は、彼岸前でまだ寒く、時折雪が舞う冬の光景であったが、季節は確実にめぐり、今年も鬱陶しい梅雨を迎えようとしている。一方、時の政権は、混迷し、被災地の復興は、遅れている。被災地岩手、宮城、福島での地震、津波、原発事故でどんなことが起こり、どんな苦しみを人々は、今、乗り越えようとしているのか。もっと人に寄り添い、地元に寄り添った支援、施策であるべきなのに、もどかしい限りだ。

            　そこで、現時点での被災地の現状と問題点について、被災現場で見聞した様子などをルポ記事風に取りまとめてみた。

            　

            1．とにかく手元現金が無い。現金が無ければ、すべての行動ができない。

            ①義援金の配分遅配

            　ほとんどの市町村で遅れている。日赤と中央募金会に寄せられた義援金は2513億円（6月2日現在）だ。宮城県などに直接届いた分は500億円ある。しかし被災15都県に配分されたのは822億円だけで、その中から県に配布を受け、仙台市に渡った分で被災者に配布された義援金は、まだ8％（6月7日現在）だ。東松島市などはゼロだ。

            

            　平等という名のもとや市町村職員の稼動を理由に遅れている。また、被災証明書の発行遅れも遅配に大きく起因している。

            ②被災者生活再建支援金の支給が遅い

            　自宅が全壊、半壊の人を中心とした救済であるが、仙台市では、この6月2日から受付がようやく始まったばかりだ。津波での全壊家屋は、3月11日にわかっているのに。申請書や添付書類の多さは、それぞれの行政のHPで確認してみてください。驚きます。挙句の果てに、支給までの流れは、とても容認できません。なぜこうなるのでしょう。

            　例えば、仙台市で受付後、宮城県を経由し（財）都道府県会館被災者生活再建支援基金部に郵送され、同法人において、申請書の内容審査を行い支給を認定、その後被災者指定の口座に振り込むとなっている。これを見てもいつ生活が再建されるのか気が遠くなる。

            ③世帯主が死亡、行方不明は自己の現金などを直ぐに引き出せない。相続をたてにされて金融機関から、自分のお金が即座に引き出せない。被災者は、相続協議をなかなか始められない。特に行方不明者は大変だ。（金融庁は、現在、弾力的に取り扱うよう指示を出しているようだが。）また、主人が家族に内密で持っていた証券会社の株口座（保振預け）などは、奥さんや家族も良く知らないのでどうにもならない。（これは、私見ですが、世に言う、エンディングノートを生前から用意する必要があろう。）

            2．地震保険の査定

            　地震保険の全損、半損、一部損の判定が一律でない。時には、調査員の胸板三寸による場合もある。

            　半損（50%）、一部損（5%）では、受取金額が大違いだ。特に、家財は、証拠となる写真などが無いと、調査のときは、現状復帰しているので、破損の程度が良く判らない。一度判定が出ると、再申告しても是正は、むずかしい例が多く、被災者は悩んでいる。

            3．仮設住宅の悩み

            　政府は、3万戸（6月8日現在）の仮設を建設したと言明した。しかし、不自由な避難所生活者は夏を迎えた今でも約10万人いる。プライバシーの無い避難所から仮設への希望者は多い。しかし、抽選で当選した被災者が、仮設へ入居しない新たな問題も出ている。

            ・仮設に入居しないおもな理由

            (1)仮設入居者は、救援物資（毎日の食事、生活物資）がもらえなくなる。

            (2)電気、水道、ガス代は自己負担となる。（手持ち現金がないため困る）

            (3)高齢者などは買い物が自分でできない。（店が遠い。車も流されて無い）

            4．瓦礫、ヘドロ問題

            　6月に入り暑くなり、瓦礫、ヘドロが大きな問題になってきた。

            (1)悪臭が酷くマスクをしても耐えられない。（魚の腐敗臭が加わるとなお酷い）

            (2)見たこともない「黒く大きなギンバエ」（地元では瓦礫ギンバエと呼んでいる）が大量に発生（民家の壁に真っ黒になり、へばりついていて気持ちが悪い。）

            　併せて蚊も大量に発生し、本格的な夏を控え心配だ。

            

            (3)これらの近くの住民に肺炎を起こす人が多くなっている。

            (4)学校、幼稚園などの近くに高く積まれた瓦礫置き場（地元では瓦礫山脈と呼んでいる）がある場合、子供たちはホコリ、臭いで外では運動ができない。

            5．車が無い。船が無い。

            　被災地では、今回の津波で20万台の車が失われた。

            多くの車が3ヶ月経った現在でも民家の側に放置されている。陸に揚げられた舟も道路脇で多く見かける。

            (1)車や船がなければ仕事ができない。

            (2)中古車を買おうと思っても品不足と震災前より10万円以上の値上がりしている。

            (3)例え買っても車庫証明や印鑑証明を求められ、即座に準備できない。

            　よって現地では、車庫証明の申請不要な軽自動車を政府は貸し出して欲しいという声も多い。（東北自動車道の無料化よりこちらの施策を頼むとの声も）

            6．被災地高速道路の無料化を控えた問題

            　政府は、6月20日から東北地域の高速道路の無料化を8日正式に発表した。市町村が発行する罹災証明書を出口ゲートで提示して無料走行ができる。

            (1)地方行政の罹災証明書の発行が遅れている。（例えば小職の場合4月18日に申請し交付は６月２日であった。）

            (2)津波で家屋などが流失した人は、申請しているが、一部損傷程度の人はほとんど申請していない。高速無料化で本日（9日）から区役所などは大混雑だ。

            (3)バスや大型トラックは全車無料。（罹災証明なし）。渋滞や事故を心配する声もある。

            7．二重ローン問題

            　本件は、全国的に話題になっているのでいろいろ手当は顕在化してきた。

            　しかし、専業農家、専業漁業家は、農機具、漁具をローンで購入している。津波で流されローンだけが残っている。新たな機具を購入すれば二重ローンだ。職も失い、現金収入の道もない。

            8．避難所の悩み

            　多くの避難所は、プライバシーが無い。もうこのような生活が3ヶ月続いている。ここでの被災者の生活はもう限界を迎えているようだ。

            (1)更衣室がない所がある。

            (2)朝などはトイレが混んでどうしようもない。

            (3)日中は気温が上がり蒸し風呂状態で高齢者は危険だ。

            (4)下着などの洗濯物が恥ずかしくて自由に干せない。

            (5)生活時間が異なる住民との軋轢が出てきている。（早朝の出勤、深夜の帰宅者）

            (6)宗教上の問題。（お経など）、飲酒、晩酌の問題も。

            (7)他人の大きなイビキが気になり寝れない。

            (8)夫婦生活の問題など。　　　　　　　　　　　以上

            　

            　3月11日14時46分、自宅から自転車で5分程の店舗に入ろうとしたとき、今までにない揺れに襲われた。咄嗟に、これは中に入っては大変なことになりそうだと思い、すぐ入口傍のポールに必死で掴ったが揺れは収まるどころかどんどんと大きくなって、町中がガタガタ、バリバリと大きな音を立てて左右上下に激しく揺れ、地割れが起こらんばかりである。道路では、しゃがんでいるがじっとしていられず左右に揺り動かされている人の姿が目に入った。気がつくと私の周りには7人程の大人の女性や子供が集団をなしてぎっちりしがみ付いていた。長い間収まる気配もなく、何度も更に大きな揺れが襲ってくる。しがみ付いている一人が「御免なさいね。」と必死で私に言うので、「大丈夫よ。お互い様だから。」と言い返す間もなく、また更に大きな揺れが襲う。その間、どれ程の時間が経ったのか、冷静さを欠いていたので定かではないが長い時間を耐えていたように感じた。私にしがみ付いて運命を共にした見ず知らずの方々とお互いの無事を確かめ合いながらその場を去り、自転車を押しながら急いで自宅に向かうが、車道は店舗の被災によるガラスや瓦の破片で埋まり、ボコボコに波打って亀裂が入ている場所もあちこちにあり前へと進むことが難しい。やっとのことで帰宅し、夫と娘の無事を確認する。しかし2匹の家猫の姿はない。余りの恐ろしさで隠れてじっとしていたらしく1日経って1匹、2日目に1匹が出てきたときには胸をなで下ろした。

            　帰宅後すぐ、私はご近所（ここは老人世帯が多い）を無事の確認をしながら回った。皆さんが外に出てお互いの無事にほっとして語ってくれる様子では余り被害がなかったようで先ずは安心したが、瓦屋根のお宅では軒並み瓦が落下し道を塞いでいた。

            　我が家では書物が多いため、本棚は倒れなくても本はすべて投げ出され７部屋のうちの3部屋は足の踏み場もない状態になり、積み重ねていた書類は散乱した。仏壇の五具足はすべて投げ出され花瓶は倒れた。サイドボードのシャンパングラスなど高級なモノに限って幾つか割れるなどしたものの、その程度の被害で済んだ。あの凄まじい揺れから考え、家族が無事でいるのが不思議な程であった。

            　水道水、都市ガス、電気はすぐ止まったことを確認。明るい内に危険を避けるための出来る限りの片付け（ガラスの破片の掃除、動線上の片付け、寝室の整理）を家族で分担し、夕食の準備を急いだ。

            緊急時の備え

            　以前から都市ガスが止まった際に暖房と煮炊き用にとアラジン製の対流式石油ストーブと灯油を準備していたため、早速その日から存分に利用した。ヤカンをのせてお湯を沸かし、ご飯を炊き、鍋料理やおかずも作り、栄養バランスを考慮した献立に心がけた。普段から肉類は冷凍庫にぎっしり保存し、他にも米、麺類、粉類、乾物類（豆、ヒジキ、昆布、切干大根、干椎茸）、水2L入りで3ダース、野菜類、果物、果汁ジュース、缶詰類など日常必要なものについて1週間以上は何とかなる分の食料を備蓄しながら過ごしていたのでどうにか慌てずに凌げた。

            　景品用のウエットテッシュは水の節約のため、食事の前に手を拭くのに役に立った。明るい内に夕食を済ませ、テーブルの上に手回し式ラジオ付き懐中電灯を置き、それとは別途自分用懐中電灯を各自持ち、夜に備えた。ラジオのニュースをかけっ放しにし、代わるがわるに手回し作業を行った。

            　我が家の庭には天水桶があり、普段は庭木の水やりとして雨水を貯めているが、トイレ用の水として使った。バスタブの水は揺れた際に半分ほどが零れてしまったが、こちらは貴重な水として洗濯用や手足を洗うなどに使った。

            　ラジオのニュースで津波の状況を知る。「海岸に何体ものご遺体が上がっている？」とは何のことか。ケータイでニュースの映像を観ると想像を絶する状況である。気仙沼、大船渡、若林区新井や岡田、名取市閑上には知人もいる。皆さんのご一家の無事を涙ながらに祈るばかりであった。

            

            　2、3日した頃のラジオで「福島原発の事故による放射能漏れが起きている？」というニュースを聴く。これは大変なことになった。換気扇口をガムテープで閉じ、窓を開けないこととする。外に出る際には帽子、マスク、上着を着用した。マスクはサーズ対策に備蓄していたが、まさか放射能汚染により、このような形で家族一同が使用することになるとは思いも寄らないことであった。水は十分確保してはいたものの、放射能汚染で長期に不足する事態も想定し、自転車にペットボトルを積んで、近くの小学校に交代で汲みにいった。食料についても、同様の理由で5日目頃から買い出しの列に並んだ。どこも品不足で1時間や2時間並んだとしても欲しいものが手に入らない。十分に備蓄していた者が不安に思う、この状況は多くの人々に混乱と不安を感じさせるものであったと思われた。その中で皆、じっと耐え、冷静に並び、譲り合う場面にも遭遇した。ただでさえ既に疲弊していた社会にあって、震災時にですら私たちは未だ、こういうものを持ち続けていたことを誇りにさえ思えた。

            　我が家で食器の被害が割合少なかったのは、観音開きの食器棚の取手を、すべて太いゴムなどで開かないよう巻き付けていたためかと思われる。茶箪笥は前のめりに倒れるのを防止するため、楔型の長い板をはめていたのが効果的であった。本棚も天井と本棚の間にすべて突っ張り棒をつけていたので全く倒れずに済んだ。地盤が弱ければ何を備えたところで、どうにもならないものかも知れないが、私たちは「これで駄目なら仕方がない。」と思える備えを各自がするべきだと思っている。

            要らなかったもの

            　震災用備蓄品の中にセットで色々入った袋をダイニングルームに常に置いていたが、その中にアルミ製シートも入っていた。寒さを凌ぐために準備していたが、外に避難するようなときには使用することもあるのかも知れないが、今回は全く必要な場面はなかった。蝋燭とマッチも準備していたが、地震の恐れがあるときに蝋燭は間違っても使ってはならないことを知った。

            　また、災害時用の食料にインスタントのカップ麺も準備していたが、一度利用しただけであった。海岸では津波で家ごと流された人々が、地震で家が全壊するなどした家族が、福島浜通りでは被曝を避けるためにと、着の身着のまま避難を余儀なくされた挙句、満足な食事も摂れなかった方々が多かったことが大変に気になった。強度なストレスのため免疫力が低下し、衛生面で劣悪な環境にさらされる災害時にこそ栄養バランスある食事が出来るよう努めなければならず、災害時とて、カップ麺などに頼り過ぎないようにするべきなのではないかと思った。　

            足らなかったもの

            　昔ながらの懐中電灯も手回し式ラジオ付き懐中電灯も電池が必要である。今回は辛うじて間にあったが電池はいつでも補充可能に準備しておく必要がある。震災直後は電池が品薄で手に入り辛かった。この教訓から、今では十分に補充して備えている。電気のない夜の3日目頃であっただろうか。電灯が点かない筈なのに、ご近所で不思議な程明るい光が洩れている所がある。家族で何故あれ程まで明るいのであろうかと話題になった。後日、様々な方の話を聴く中で、その明かりはどうやらランタンであろうと判った。LEDで太陽光利用のもの、電池式のものと様々な商品が出回っていることを知り、我が家に足らなかったものとして今回LEDのランタンを補充した。次にランタンを出す機会が訪れないことを願いながら…。

            感謝したこと

            　震災直後は雪が降り、その後も寒い日が続いた。ニュースや天気予報でそれを知った愛知県の知人は、遠赤外線で温める膝かけ用マットなどを送ってきてくれた。電気もガスも不必要であり、身体も気持ちも温めてくれた重宝な贈り物であった。電気が通って直ぐのこと、余り食いしん坊ではない私が暫く食していないパンがやたらに欲しくなった。こんな事態にそんなことを言うものではないと娘に説教をされた。その頃、店舗では2時間並んでも必要なものが揃わず、話に聞く戦時中さながらの状況であった。パンなど売っている所も全くなかった。そんなときに近所に住む友人が焼きたての温かくて、ふわふわのパンを持ってきてくれた。近所にいながら、普段は年に2回会うか否かであるにも拘わらず、焼き立てパンを持って様子を尋ねてきてくれたのである。

            　また、仙台では都市ガスが使えないということをニュースで知った船橋（千葉）の友人は電話でお風呂に入りに来るよう、本気で誘ってくれた。夫の友人もペットボトル入りの水持参で訪れ、給水情報を伝えてくれた。他の友人は玄米食である我が家のために玄米を届けてくれた。そのうちに宅急便も利用可能となると、様々な形での支援と励ましが届けられた。其々の方々の優しさがどれ程嬉しく、心の支えになったか知れない。心より感謝し、決して忘れることはないと思う。

            　インフラの復旧では全国からの救援隊が結集し、山形に宿泊の拠点を設けるなどしながら連日連夜の献身的な支援の手が差し伸べられた。都市ガス復旧には20日以上かかった。「東京ガス」「大阪ガス」などの車とすれ違うとき、彼らの働きに思わず頭を垂れ感謝することが幾度となくあった。自衛隊員や原発建屋内で命の危険に晒されながら、昼夜兼行で修復作業に携わってくれている方々にも、言い尽くすことのできない思いである。

            　今回の震災で被災地には全国からだけでなく、世界中から義援金が届けられた。また、様々な形でのボランテアの支援の手がさしのべられ、被災地ではどれだけ大きな心の支えになったかを思うとき、深く感謝するばかりである。近年、痛ましく荒んだ事件ばかりが続き、荒廃した人心の世とばかり思い込んでいたが、この震災で人の優しさ、温かさ、助け合い、労り（いたわり）といったものを様々な場面で存分に与えて頂いたように思う。そのお陰で被災地の私たちは次のステップに何とか進めようという気持ちになれるのだと感じている。　　　　

            気がついたこと

            　今回の震災は地震、津波、原発事故が同時に起こり、地域毎に異なる被災状況であったため復旧を一層複雑なものにした。そのことを考慮したとしても、流通の脆さというものは想定以上であった。被災地だけでなく、私の所に入った情報では東京都でも愛知県、青森市などでも物資が行き渡らず、買い占めが問題になり、殊にガソリンの不足は深刻で、そのために流通が滞る事態が連動して起こったものと思われる。ガソリンスタンドはどこも車の列が続き、何時間も待っているのを嫌というほど目にした。その合間を縫って、リュックサックを背に自転車で買い出しをする人々が日増しに増えていった。私達家族も自転車で給水、買い出しなどに出かけ、移動手段には自転車がなくてはならないものとなった。ガソリンがなくては1メートルも先に進めることができない車に、私たちは必要以上に頼り過ぎていた姿が浮き彫りになった。この機会に家庭での生活スタイルの見直しで日常的な自転車の利用が増えることを期待する。

            

            　流通が滞ったことで品不足となり、その結果として物価が高騰した。普段から備蓄をしていれば、そのようなときに購入せずに済む。買い占めの問題も緩和されるものと考える。経済的に余裕があるから備蓄をするのではなく、余裕のない人こそ、ある程度の備蓄が必要なのだとつくづく思った。

            　この震災は何処をとってみても、復旧が簡単ではない惨事であった。しかし、遅々としながらも、少しずつ仮説住宅が整備され、地域が復興しようとしている。その中にあって、原発事故の周辺地域では震災発生の翌日から着の身着のまま、身一つで避難を余儀なくされ、いつ故郷に帰られるのか全く目途が立たず、住居、学び舎、田畑や牛舎、職場という生活のすべてを奪われて避難生活を続けているのである。放射能による稲わらの汚染に端を発し、肉牛や野菜、果物、魚介類の汚染が日毎に増えており日本中が食の安全で予断を許さない状況である。幼子、小学生、中学生が外に出て遊ぶことも、スポーツをすることも出来ない地域は広範囲に上る。原発事故は地震、津波の被害とは比較できない悲惨なもので10年、20年先が見えない不気味さがが現実となりつつある。

            　このような恐怖を生む原子力エネルギーを何としても脱しなければならないと改めて思っている。そのために、私たちはもっと真剣に家庭における電気の省エネ生活を心がけなければならない。我が家では既に「乾いた雑巾を絞るが如く」の省エネを続けてきているが、更にやれることは唯一つという思いから、各自のパソコンの脇にLEDのスタンドを取り付けた。

            　原発事故の1日も早い終息と其々の被災地の人々が路頭に迷わないようスピードある手厚い支援を切に望んでいる。

            

            　

            　2011年3月11日、午後2時46分私は外出先の屋根の上で作業中に大地震に遭遇した。ゴーゴー、ガシャガシャ何とも奇怪な恐怖音と共に大きな横揺れが長く続いた。宮城県沖地震かと一瞬頭をかすめた。止めてある車はゆらゆらと動き今にも走り出しそうであった。電線も唸りを立ててゆらゆらと切れそうに暴れていた。屋根にはいつく張り何とか耐えた、振り落とされるのではと覚悟した。揺れの収まるのをみて地上に降り周りを見たら、道路が陥没したり大きな亀裂が走ったり、塀も壊れていた。近くの住人も少しずつ外に出てきた。腰を抜かしたように動転している人もいた。

            　ラジオをつけたら１時間後には津波が来ると報じていた。自宅は津波が来ない地域だが早速向かった。信号機は停電、車はどこも大渋滞、夕暮れ近くやっと自宅にたどり着いた。玄関を入ると家の中は足の踏み場もなく家財が散乱していた。家具、食器棚などには地震対策をしていたが１階と２階で効果は少し違った。1階の食器棚は倒壊を免れ扉も閉じていた、中の食器は半数くらい壊れていた。2階は対策の効果もなく本棚、タンスなど全て倒壊。本、衣類、ガラス等が散乱して危険な状態であった。真っ先に猫の「Qoo」を捜したが何処を捜しても見つからない。家財に押しつぶされたのでは、しかしその形跡も見つからない、何度呼んでも反応がない。夜中の1時過ぎ、震えながら出てきた。目は恐怖に遭った動物の様相になっていたのが印象に残っている。これ以降「Qoo」は、今までより地震波に敏感になり揺れが来る前に“グー”と声を出し2階に駆け上がるようになり今でもその症状は治らない。

            

            　この日を境に生活は一変、約1週間の停電、ガスも約1カ月途絶えた、幸い断水は免れた。街には食糧・燃料を求めわずかに開いているコンビニ・スパー・Gスタンドに毎日長蛇の列。幸い我が家は地震・大雪等の停電に備え、反射形石油ストーブ・卓上ガスコンロ・乾電池・懐中電灯・ローソク等の保管、米など食糧の備蓄を多くしていたので助かった。しかし固定電話の不通、携帯電話の充電が暫く出来ず、安否確認・連絡に大変苦労した。近所・知人との会話も増えた。隣のお婆さん実家の家族5人は家が津波に流され全員行方不明、子供一人は学校に行っており助かった。また、K市に住む知人は店舗が流され間一髪助かったが一緒に逃げた人は津波に流され不明。職場関係では30歳の社員、当日は公休で自宅におり津波に流され亡くなった、出勤していれば生きていたと思う。不幸な出来事が身近で多数発生した。電気が普及しテレビが映るようになり、見なれた海岸沿いの住宅に大津波が押し寄せ家々がのみ込まれる様子を見て、この映像は夢であって欲しいと思った。我が家の家具や食器、家の一部破損くらいはこれらと比べ被害に入らないのではと思った。

            　1000年に1度といわれる未曾有の大震災に遭遇した今日、1日も早い復旧・復興を願い、想定外と言われる大自然の猛威にも最小限の被害で済むよう、教訓と備えを後世に伝えていく必要性を感じる。

            　

            　今回の震災で日本は地震から逃れられない国だということが身にしみました。一生のうちに他の自然災害も含めて何事もなく暮らせないと思って生きていかなければならないのだと思います。

            　3月11日後の私の変化としては、まず家の片付けをしだしたことです。引越ししなくなって17年、思い出とともに不要なものが部屋の棚やたんすや物置に閉じ込められていましたが、裸一貫になった方々のことを思えばこうしてはいられないととにかく捨てる方向で片付けました。いつか使えると思って取っておいたものなどで役に立てそうなものは被災地へ届くように知人に預けたりリサイクルショップへ持ち込み、そうではないものはゴミ袋行きにしました。なるだけ簡素に暮らしておくことを心がけようと思います。

            　当地では43年前に十勝沖地震がありその際も大きな自然被害があったのですが、人々の暮らしにはそれほどの影響がなかったと父母から聞いています。それは井戸水がまだ近所にあったことやトイレが水洗ではなかったこと、台所の水は浄化槽で処理していたことが原因だったのではないかと思いました。今より一人ひとりの生活力があったことや近所や親戚が今より親密に付き合っていたことから助け合いが自然にできていたからでしょう。

            　今回の地震でも実家では父母がほとんど暮らしに困っていなかったことが驚きでした。石油ストーブを物置から出してきて灯油タンクから給油し暖を取り、そこにヤカンを乗せてお湯を沸かし、都市ガスは使えなかったものの簡易コンロで調理していました。ご飯を鍋で炊くのも普通のことのようでしたし野菜は物置に保存してある芋や大根などがあるのでしばらく店に行く必要もなかったのです。またいつも頼んでいる近くの燃料店主が灯油はあるかと心配して給油をしに来てくれていました。近所の情報網がしっかりしているので電話が繋がらなくても不安はないようでした。

            　それに対して私の家はセントラルヒーティングですので電気がストップすると暖房は止まりますし、灯油を頼んでいるのも大手の安売り業者でしたから給油してもらえず、しばらくはガソリンスタンドに足を運んで配給状態の灯油を購入しなければならず、十分な量を確保できなかったので本当に寒くなった時だけ石油ストーブを使う暮らしになりました。仕事を終えてスーパーに行っても商品棚はがらがらで必要なものも手に入らない暮らしに陥りました。2年前に断水した時にも1日だけでしたが大変不便な思いをしました。

            

            　このようなことから今後の建築環境を考えると、それぞれの建物でライフラインが完結するようなしくみになって欲しいものだと思いました。電気はソーラー発電や地熱発電などとし蓄電できるしくみにする、水は雨水をためておき生活用水にするか井戸水の利用を勧める、ガスはプロパンガスやバイオガスとし消エネを進めた住宅が標準化されればどんな自然災害に遭っても、その後の回復が今より容易になると思います。それぞれの暮らし方も今回の節電で体験したような暮らしの工夫を一般化していけばよいでしょう。昔の暮らしの知恵が役に立ちそうです。

            　さらに自主防災組織などを通して常日頃から災害対応に慣れておく必要もあるでしょう。一人暮らしの高齢者や障害者の方を把握し周りが助ける仕組みが当たり前になっているような近所付き合いをしておくことも重要なことと認識することです。

            　喉もと過ぎれば何とやらと言いますが、今回の地震はそう簡単に忘れることはできません。消費生活アドバイザーとして何ができるのか考え、社会の仕組みが常に災害対応できるよう企業や消費者に求めていくことも必要なのではないでしょうか。そうやって暮らしやすい仕組みができれば自然と共存できることなのではないかと思います。

            　

            　

            　

            

            一連の地震

            ・2010年9月　・2011年2月22日（M6.3）ニュージィランド・クライストチャーチ

            　報道されることを見るに付け、多くの人生が失われた事実につらく苦しいものを感じた

            ・2011年3月9日（AM11：45　M7.3）三陸沖（市民会館地下１Fで遭遇）

            最近に無く強くしかも外出先だったので、子供たちからは安否を問うメールが入り、知人とはクライストチャーチのこわさを話題にした。しかし4ヵ月後このときの地震について仙台に住むほかの人に聞いたところ覚えていない人がいて驚いた。

            ・2011年3月11日（PM2：46　M9）三陸沖（自宅で遭遇）

            3月11日の地震のこと

            　9日のことがあったのでまたかとのんびり構えていた、しかし強く大きくゆれ時間も長かった。食器棚の観音開きを押さえたが抑えきれずばらばらと食器が落ちてくる、2メートル近くある食器棚の下敷きになるのはいやだったので、食器も棚も揺れに任せて離れた。靴下を履き玄関の戸を開け、揺れが収まったところで外に出た。我が家の周囲はアパート・戸建は主に2階建てが多く、駐車場も広い。家の中よりはほかの様子も見られる、横丁に近所の人たちが出てきた。揺れは収まらず今まで体験したことがなく、強いものだった。33年前の宮城沖のときは公団アパートの7階にいたがそのときより強いと思った。ざっと見回したところ、人の悲鳴も聞こえなく、倒壊など無いようだったが、横丁に集まった人たちはこの揺れに言葉も無かった。少し落ち着いたところで家の近くの主に70歳代後から80歳代の人たちの住まいに声をかけた。女性の一人住まいが多かったが、皆さんあわてる様子も無く、無事を確認できた。

            　家に戻ると停電だった、懐中電灯・ろうそく・石油ランプを取り出す。電池のラジオをつけ情報を確保する。電気は3日後ついた。水は出ている、汲み置きが出来るものに水を入れ、風呂の水を確認する。ガスも点いた。ガスはその後とまり約１ヶ月回復しなかった。

            　夫は集まりがあり泉中央方面に出かけている、携帯からメールを入れるが送れない。夫からもメールが入らずまた、停電になったときから固定電話が使えないので無事の確認が出来ないが、帰りを待つこととする。後で分かったが14時48分には夫からメールが入っていたが実際に見られたのは2時間以上たってからだった。停電だったのでPC・家の電話は使えずもっぱら携帯だったがそれもつながるのに時間が掛かった。思いがけず大阪にいる姪と話せたときは双方とも声を聞けたことがとてもうれしいと感じた。しかし携帯もほとんど使えず後れて届くメールが大半、こちらから返信するが最初のうちは通信不可、とりあえず災害伝言板に登録する。この災害伝言板を見てくれた親戚もいて役に立ったが、登録有効な時間があって再登録しなければならないことは後で知った。夜近くの公衆電話から子供たちのところに電話をかけ無事を知らす、ところが無料とは知らず、カードが戻ってきて使えないのかとあわててしまった、いろいろな情報を知っているつもりだったが細かいことまで知らずあわてることが多かった。

            　テレビを見ることが出来なかったので、車のナビで情報を得た、ラジオで“若林で数百の遺体が・・・”と 報じられても何のことをいっているのか理解出来なかったが、ナビでテレビニュースを見て信じられないことがおきていると始めて実感した。

            　地下鉄が止まり、泉中央から歩いて帰った夫は雪でずぶぬれ、大変だったようだが無事でひと安心。我が家もたいしたことも無かったので安心したようだった。二階部分の本や箱物がなり落ちていたが大きく壊れたものは無かった。

            　夫婦二人だけなので食べ物は冷蔵庫に野菜などがあるし、冷凍庫の中のものも順次食べていけば4・5日はOK、乾物や缶詰もある。電気・ガスの熱源の回復までカセットボンベと灯油ですごすことを考えた。ところが、ガスの復旧が遅れ、カセットボンベは3日もするとなくなる、街に買い物に行くとボンベを無意識に探し、店によって違う値段に驚いた。

            

            　電気が3日後には回復したので電気炊飯器・電気ポット・IHコンロ等を使えるようになってかなり楽になった。固定電話も使えるようになり親戚・友人から安否確認が続いた、PCメールも復活した。

            　携帯の電源が当面の心配だったが、近くの公的な研修所の管理人の方が上司の了解を得た上で非常用自家発電の使用を申し出てくれた、町内には学生のアパートも多く電気が回復するまでの間多くが利用させてもらった。同様のことは仙台市内各所に見られたようである。また、町内にある民間のアパート（学生寮）経営者の方は重油利用のシャワー提供を無料で申し出てくださった、町内ばかりでなく、評判を聞いた近隣からの利用もあり本当に有難いことだった。これは町内としての日ごろのお付き合いが生きたと思っている。

            　町内会としてご飯の炊き出しと豚汁、カレーライスの提供・熱源は小枝・細木等、ブロックでかまどを作るなど、知恵を出し合い、ボランティア・材料持ち寄りで３日間行った。

            　個人的にもこうしたことに参加したことは家にいて、心配しているよりは情報も交換でき、前向きでいられたと思う。

            　比較的被害が少なかった我が家であるが、塩釜に係留してあった船が沖に流され沈み、使えなくなってしまった、夫は数日かけて船を見つけたが、被害が大きく廃船せざるえない状態で、かなり落胆したようだった。サルベージの人から保険は？と言われて、入っていれば少しは違っていたかも知れないと残念だった。自家用車も同じかどうか分からないし津波被害の項目があるかどうか分からないが保険は検討しておいたほうがいいようだ。

            しかし後からいろいろな事情を見聞きすると、これも比較的被害が少なかったから出来たことで津波・原発の被害・を受けた方たちの場合とでは異なることが多いと思う。石巻の友人と3月17日には連絡が取れたが今思うとわずか6日、しかしその間のなんと長かったことか、友人も外部との連絡が取れなかったことに不安を強く感じていたという。情報が確実であれば、不足物資にあわてることも無く平常心で行動できる、災害時に大切なことと実感した。

            

            東日本大震災のこと

            　地震・津波だけならば1000年に一度の大災害であったが、回復のテンポは違っていたかもしれない、そこに福島を含む原発事故が判明し、私たちは二重三重の問題を抱えてしまった。2月に地震が起きたニュージィランドは脱原発の国である。

            　わが国は戦後の経済成長の確保に執念し、核の脅威から平和利用への転換を国の方針として受け入れ、エコ・CO2削減に主流をおき、原子力利用の警告を続けた声を無視に近い態度をとった経済界・電力界の流れに、私は国民の選択と無力感を感じていた。

            　今、放射能汚染の問題は東日本だけでなく国内全般の生活・経済生活（輸出入も含む）に及んでいる、次世代の子供たちへの影響はことさら深刻だ。

            　―「予期せぬ事故」扱いは誤りー福島原発事故で米NRC（米原子力規制委員会）のアポストキラス委員は「福島原発を襲った巨大地震や津波の発生確率は「1000年に一度」などとする分析があると指摘した上で、「原子炉の安全性を考える上では（放置しても良いと）認めることは出来ない確率」と語った。（2011年8月4日　ワシントン時事）―の指摘もある。

            　脱原発にしても完全なる回復に30年以上掛かるとの見通しもある、今何ができるか知力を結集し、よりよい回復のため努力したい。

            　

            そのとき

            　私は母を連れ、父が入院している仙台東部の病院6階病室に居た。地震だと感じた途端、抑えていた父のベッドはゆりかごのように左右に動き、感じたことのない大きな揺れと突き上げる振動に襲われた。長い揺れではなかったかもしれないが、私には長時間に感じた。この地震でとんでもないことが起きたのではないかと感じたものの、このときはまだ被害の甚大さを知る由もなかった。

            　幸い病室の被害はなかったが、入院病棟3棟のうち2棟が被災、残った1棟の病室に入院患者が集まり、病室に敷いた布団に入院患者が雑魚寝するという状態だった。

            　情報のない中、津波が来ると聞いてしばらくすると病院の眼下に流れる川の水位が上がってきたことに気付く。見る見るうちに津波が川を上ってきてもう防波堤を超えるのではないかと思うくらい水位が上がった。そんな緊迫した中、その防波堤をゆっくりと車が走っていた。そうしているうちに津波とともに2階建ての家が逆流して川下から川上に流れてくるという信じられない光景を目の当たりにする。一体河口では何が起きているのか、どのぐらいの被害が出ているのか、情報のない中知る由もなかったが、実家は海から大分離れているから大丈夫だろうと、私もこの時まではそう思っていた。

            地震、そして津波

            　仙台港近くの実家には甥が一人でいたが、地震が来た時にすぐに家外に飛び出したようだ。暫くは家に入らず車中で仙台空港に津波が押し寄せるテレビ放映を見ていたらしい。空港界隈の出来事をこの時までは他人事のように感じていたと話す。

            　暫くして自宅の庭に黒い水がチョロチョロと流れてきた。さっきテレビで見た仙台空港と同じ状況だと、とっさに津波がくると直感。車を飛び出しすぐ敷地内にある一番高い庭石の上に登り、そこにある灯篭と木に捕まった途端、家の1階に近い高さの波が一気に渦を巻いて急流のようにどどっと津波が押し寄せてきた。濁流に混じり流れてきたのは家や自家用車、大型トラックやバスも。そして流されながら必死に助けを求める子供の声を聴きながら何もできない、自分もこの手を放したら死ぬだろうと、必死につかまった。まるで地獄絵図だったと何度もぬぐいきれない参事の様子を話した。

            　暫くして流れが落ち着いた頃、奇跡が起きた！家屋と庭石の間に流されてきた数台の車が重なり合うように止まった。その車の屋根を渡り、自宅の2階によじ登り、恐怖と寒さに震えながらまんじりとしない一夜を過ごしたようだ。翌朝、水が引いてきたので着の身着のまま、歩くのもままならない泥の中を近所の人を連れ近くの避難所になっている学校にたどりついたと話す。

            その夜

            　病院では自家発電が作動し、最低限の電源は確保された。しかし、電動の吸引器などは使えず、手動の吸引器が活躍したが、思うようには吸引できない。5時間かかってたどり着いた夫と合流し、病院の廊下で一夜を明かす。病院の窓越しに仙台港のコンビナートが真っ赤に燃えたぎっている様子を見、救急車と消防車のサイレンを聞きながら、この闇の中で一体何が起きているのか、不安を抱え一夜を過ごした。

            　実家に残った甥の安否が気になり翌日車で出かけたが、東部道路から海側は全く入れない状況に唖然。昨夜から連絡が取れず安否が気になるものの、どうしようもない。何もできない自分に不安が襲う。

            2日目

            　また実家に向かうが、2日目も途中までしか行けない。車を降りて歩こうとしたが、泥が足をすくい数十歩で断念。足に絡んだ泥から磯の香りがした。

            　自宅の様子が心配で帰宅、室内は食器が少し壊れた程度で被害は最少。再度病院に戻ったが、病院も緊急食糧も尽きたらしく、付添に食料配給はないというので、近くの避難所に行くが、満員で座る場所もない状況。非難は諦めまた病院に戻り2日目の夜を過ごす。患者用のシーツを体にまとい寒さをしのぐ。

            3日目

            　やっと実家まで歩いていくことができ、甥の生存が確認され一安心。海外に住んでいる甥の姉妹がネットに安否確認情報を入力していたらしく、後でそれを見つけた。

            　自宅に電気が通り、高齢者用の避難先に避難していた夫の両親とやっと連絡が取れ、我が家に身を寄せる。さまざまな持病があり定期的な栄養補給をしなければならない高齢の父にとっては、避難所の2日間は厳しかったことだろう。一番大変だったのは1時間おきに行くトイレだったようだ。電気が回復したことでお湯を沸かしお茶を飲んだり鍋物や焼き肉など、なんでもできる電気鍋が大活躍した。

            4日目

            　職場が震災で使えなくなったため、急きょ窓口の場所を変えて業務再開。

            　いつもは苦情受付が多い窓口だが、この日は初めからライフラインの回復と生活物資の購入先照会、そして安否確認の電話が休む間もなく続く。しかしこれ以上の情報はない、わからない、と答えることがもどかしい。もっと一元化した緊急の情報発信はできないのか、と。

            その後父が入院していた病院は機能が果たせなくなり、入院患者は次々に転院を迫られた。主治医から携帯で転院を聞き了解した数時間後に、父は救急車で転院。私は交通機関がなかったのですぐ駆けつけることもできなかった。言葉もうまく話せない中一人での移動は心細かったに違いない。

            

            　幸い実家は流されなかったので、家の中はそのまま残った。しかし潮に浸かった為、ボランティアの方を数回お願いし片づけた。皆さんに手伝ってもらったお蔭で、家の中の荷物の多くは整理することができた。全国からのボランティアに感謝。

            　甥は家族でたった一人の津波の被害者。何度も「津波を体験したものでないとその時の恐怖や怖さ、心細さはわからない」と数カ月たった今でも繰り返し、津波に呑まれたその時の様子が頭からが離れないと苦悩する。3月11日のことが当たり前のように話せるには、多くの時間がかかるだろう。

            　街中はこの数カ月で殆ど復旧したと思えるが、東部を走る東道路を隔て、山側と海側は全くの別世界。津波の被害があった海側は日中は人の姿があるが、夜は全く明かりがない、闇夜が続く。その実態を同じ被災地ではあってもなかなか理解できないだろう。

            　あの日、9時に父の手術があったので、早い時間に実家に行き母を乗せ病院に行ったことが幸いし、家族全員無事だった。しかし、そのどこか一つが違っていたら、母も、そして私自身も津波に呑まれていたに違いない。

            思うこと

            　阪神大震災のとき、仲間が作った阪神大震災の体験記「なんでやねん」を読み、その大惨事に鳥肌が立ったことを17年経った今でも思い出される。しかしそのときはまだ他人事で、まさか自分が今回の震災に遭うとは考えてもみなかった。ほんとに「なぜ私が？」である。

            　親しい友人から安否確認の連絡があって以来、いつもと変わらずに接していただき、嬉しかった。私自身我慢していたわけではないのにその友人と1か月後に再会した時は、なぜか涙がこみ上げてきた。

            　こんなときはいつもと同じに接してくれることが何よりのお見舞いになる。

            　

            　3月11日午後2時46分に下からドーンと突き上げ大きく長くゆれた。妻は、マンションがビュンビュンと音を立てて廻るようにゆれたと言う。私は玄関ドアを開け妻に早く安全な場所に避難するよう叫んだ。妻は咄嗟に、食器棚、レンジ棚、冷蔵庫を交互に押さえ奮闘していたと言う。私からは泣きながら怖くて摑まっていたようにしか見えない。

            　私が住むマンションは仙台市の宮城野区にあり、12階建てに90世帯が住んでいる。

            　本震が収まり共用廊下に出ると多くの人がマンションの外に出ていた。私と妻は、取りあえず水や食べ物の調達をと近くのコンビニへ、余震に脅えながら停電の中1時間程並びお茶と少しのカップ麺、チョコレートを仕入れた。店の外に出ると廻りは薄暗く雪が強く降りだし、帰宅する人が大勢必死に歩いている。その横を車は動かず信号機も作動しない道に長いライトの列を作っていた。

            マンションへ戻ると家族の帰りを待つ人、避難所へ向かう人、数人と相談している人、私は妻と隣の人と３人で指定避難所に向かうが満杯で座る所もなく、臨時に開放しているとの情報があった近くのコミュニティ・センターへ向かう。

            　外は暗く、星空が異様なほど綺麗に見え、遠くで火事なのか火と煙が立ち上るのが見えた。着くと人が集まりだし廊下まで溢れ約300人位になった。救援物資はなかったが、水の備蓄と自家発電機があり、備蓄米(アルファー米)を炊き一人1個のおにぎりが配られた。夜遅くなっても家族の安否が確認できない人や玄関の張り紙を見て家族が来る人、余震や子供の泣き声、トイレに流す水を汲みに行く音が気になり、また、毛布が足りず、寒くてあまり眠れないでいた。東京に住む息子達から無事確認のメールが何通も入るが返信ができず通じたのは夜中の1時頃だった。

            　2日目、朝1人おにぎり1個と水1本の割り当てがあった。救援物資をもらいに指定避難所に行く。市から物資が届かず近くの量販店からの物資と備蓄のみで少ないため、避難所で過ごした人にしか分けられないと追い返された。

            　マンションに戻り、理事長、管理会社、管理人と4名で、マンション全体の被害状況を確認する。高置水槽の損傷、私の所を含め玄関扉の開閉不能が十数件、第二壁・玄関廻り・廊下の手すり等に亀裂・ヒビが多数あり、また、壁・廊下の亀裂による崩落の危険箇所もあった。緊急対応の打合せをし、理事会の開催承認を得て業者に依頼することになる。みやぎ生協で2時間並び、カップ麺、水を買い、（数量限定）毛布を持ってセンターに戻る。

            　3日目の朝、指定避難所ではないので、備蓄品も底をついたため立退くよう要請あり身障者も含め全員退去する。

            　マンションへ戻ると住民の数件が自宅で、その他は、避難所や車中で過ごしていた。

            　家の食器の散乱、置物の散乱、本棚の倒れ等の片付けを行い、ホームセンターでボンベを買い、食料と情報を求めて指定避難所に向かう、中には大勢の人がいて食料も少なく余震に震えていた。その避難所で、携帯電話の充電をし、トイレ用にプールの水を汲み運ぶ。

            　停電のため明るいうちに夕食をとり、8時前に寝る。夜中12時に電気復旧により水槽のポンプが作動し高置水槽の亀裂から水漏れがあった。右往左往しながら警備会社の人と住民15名位で対応する。（ホンプの電源をOFFにしていなかった点が反省である）

            　警備会社の人は、スーパーに不審者がいるとの連絡を受け、駆けつけていった。

            　4日目、建設業者を訪問し、理事会承認後に玄関扉と高置水槽の緊急修繕工事を依頼するが、業者は、今は社員も被災し、ガソリンもなく動けないとのことであった。

            妻は、隣の人と仙台駅前のダイエーに5時間並んで食料品を調達する。混乱もなく整然と長い列（最後尾は市役所前）を作っていたという。やっと夕食時にテレビを見てあまりの悲惨な光景に唖然とし、悲しみが込み上げてきた。

            　5日目、住民に建設会社関係の人がおり、高置水槽の確認と、業者の折衝を依頼する。

            　水道が復旧したので、館内放送で、住民に非常用水道の開放を知らせる。住民の6割程が戻ってきていたが、住んでも大丈夫かと心配している人が多かった。

            　6日目、エレベーター業者に点検依頼、伝言板を設置し、給水時間、ゴミ出し、高置水槽の現況等知らせる。夜、理事会を開催し、早い時期に臨時総会を開催することにして、緊急対応事項①防犯上玄関扉の開閉不能の修理、②高置水槽の仮復旧、③危険箇所の確認と対応、⑤建物の被害状況の確認等を決めて実施することとする。水道が復旧したが、エレベーターが止まっていて、階段で水を運ぶのが大変なようで上層階の住民は戻って来ていなかったが7割の住民が戻っていた。

            　7日目、上記の理事会決定事項を館内放送で知らせ、文書で全戸に配布する。

            建設業者2社に緊急対応の工事を依頼し、本日より早速工事を始めることが出来た。

            　この震災の体験から大都市で6強の地震があった場合、帰宅難民や避難する人が桁はずれの数になることから①指定避難所の収容人数に限界がありもっと多くの避難所を決めておくこと。②まずは避難所に避難するよう指導すること。③避難所に行かない（自宅・車）住民や避難所から自宅にもどれた住民に対して、緊急用備蓄が素早く配給できる手はずが必要であること。④ライフラインと物流（通信やガソリン含む）の早期復旧をどのようにするか⑤医療の崩壊がないように等、色々準備する必要がある。しかし、準備していたとしても大都会が故に様々な要因で予期せぬことが起き、治安が悪くなることも危惧される。

            

            　マンションにおいても、あまり報道されないがこの震災で多くの被害があり、揺れが大きかったため、住民の恐怖感が増し、安全であるとの思いは少なくなった。また、全国のマンションの550万戸のうち100万戸が1981年以前の建築基準で建てられ耐震補強が進んでいないことや、管理組合が全戸分の備蓄をしていないこと等、危機を感じた。

            　この震災が大都市で起きると、甚大な被害となるだろう、これに対して法律も含め、個人の心がまえ、行政の対応、政治の対応等、敏速に検討し備えるよう期待したい。また、個人の価値観も変える必要があるのではないだろうか。

            　

            　当日私は仙台市体育館の2階で会議中でした。建物が激しく揺れ、一瞬落ち着いたかと思うと又激しく揺れ始めました。皆で直に机の下にもぐりました。机上の書類がバタバタと落ち、紙コップのコーヒーが飛び散りました。「治まったかな？」と思うと又激しく揺れ始め「長いなぁ」「いつ止まるのかな」と皆の不安な声が聞こえてきました。

            　長く感じたけど2～3分位ゆれ続けたのでしょうか。やっと揺れが治まった時、「貴重品だけ持って下さい」と職員の誘導で外に避難しました。広場にはプールやトレーニングルームにいた大勢の人が避難していました。各人が携帯を手にして連絡を取ろうとしていましたが全く繋がらない状態でした。外にいてもはっきり分かる位の余震が何度も起きました。正直言って１分でも早く家に帰りたかったのですが、１時間以上たってからやっと荷物持ち出しの許可があり、友人の車で帰路につきました。高速道路は既に閉鎖されており一般道で帰る事に‥。停電の影響で信号も止まりバイパスは大渋滞で中々進みません。

            　挙句の果て雪まで降ってきて最悪の状態でした。車の中でも揺れがはっきり分かる余震が何度もあり不安に駆られました。長町付近の車道は液状化しバイパスも所々段差が出来ていました。カーナビのテレビで仙台空港にも津波が到達し滑走路の飛行機が流される映像を目の当たりにし、思っている以上に大変な事になっていると自宅の状況が非常に気になりました。いつもなら１時間もかからないところ５時間以上もかかってやっと家に着きました。建物の被害は殆どなく食器や人形ケース等が壊れた程度でした。

            　非常袋は用意していたものの肝心のローソクが入っておらず、何十年も前のクリスマスキャンドルの太いローソクと家が真っ暗と心配した友人が持って来てくれたローソクを灯し、主人は携帯ラジオで地震情報を聞いていました。反射式の古い石油ストーブがあったのでお湯も沸かす事が出来ました。暖房はこの1台だけなので、重ね着をして過ごしました。

            　ラーメンやお菓子等のストックはあったので直ぐに食べ物に困ることはありませんでした。が、開店しているところがあれば何時間もならんで食品を買ったりしました。

            　電気は他地区より早く3日目の夜に復旧しました。直ぐにテレビを付け、被災地の凄惨で信じられない様な光景に言葉が出ませんでした。今は何をするにも電気が無いと暮らせないような時代、パッと電気が付いた時には本当にありがたいと思いました。炊飯器の炊きたてご飯の味は格別でした。料理に使ったり体を拭いたりと震災時にお湯は結構使いますので電気ケトルは大変重宝しました。又友人が貸してくれた湯たんぽも大いに役立ちました。

            　断水することまでは気が回らず、飲料水の汲み置きをしないでしまいました。幸いペットボトル水の買い置きがあったので助かりました。又、災害用地下貯水タンクや給水車から何時間も並びましたが飲料水は確保出来ました。お風呂の残り湯をトイレに利用。足りなくなってからは学校のプールの水を貰いました。食器にラップをかけたり、トイレの流す回数を減らしたり、使用した紙の処分も考え、水を大事に使いました。5日目で水道は復旧しました。

            　電話回線の復旧は2週間もかかり、インターネット接続は更に1週間かかりました。あまりにも繋がらず安否確認の電報が届きました。災害伝言ダイヤルの活用を検討。

            　一番困ったのは灯油やガソリンが手に入らず、ガスの復旧に日数がかかった事です。復旧工事の為、全国から沢山の応援の方々が来て下さり、やっと4月7日に復旧しました。

            　銭湯は芋洗い状態で時間制限があり、ゆっくり我が家のお風呂に浸かった時は最高でした。当たり前の普段の生活ができる事に感謝しなければと思いました。

            　我が家は幸いなことに被害は無かったも同然ですが、友人の中には津波で家を流されたり、1階が浸水し水が引いた時にはおばあさんが亡くなっていたり、家族が5人も津波の犠牲になった人がいます。

            　大震災や原発事故の復興には長い年月がかかります。被災された方々への長期の支援が必要でしょう。自分に出来る支援や節電を長く続けて行きたいと思います。

            　

            　

            3/11(金)　13時38分にメールアドレス登録者へメール通信81号で「HP更新案内」を送付した後、インターネット使用中に被災しました。PCのデータを失わないよう、揺れる中、インターネットを切断し、PCをシャットダウンしました。携帯電話等が繋がらなくなると思い、揺れが治まってすぐに家族、友人の他、スマートフォン(以下、SP)に登録していた東北支部運営委員の一部の方々へ「大丈夫ですか？こちらは無事です」という同じ短い文章を連送しました。SPは夕方まで、固定電話は夜まで使用できました。

            

            3/12(土)　固定電話、SP、インターネットも繋がらない状態だったため、電池パック等の消耗を避けるため電源をオフにしていました。

            3/13(日)　朝、電源を入れてみるとSPが繋がったため、webメールを利用して、PCのメールをチェックしたところ、本部の広報委員長他から安否確認のメールが届いていました。メールチェックで電池パックの予備1個も使い果たしてしまったため、昨年まで使用していた古いノートPCを取り出し、SPを繋いで電源を取り、本部広報委員長に「こちらは無事ですが、他の運営委員とは全く連絡が取れていません。今もモバイルをノートPCに繋いで電源を取っていますが、PCのインターネット使用できません。」という短い返信のみしました。

            3/14(月)　夜中1時に電気が復旧したので、早朝、PCを立ち上げてみるとインターネットも使用でき、本部広報委員長にその旨と、支部HP掲示板とメール通信で安否確認をしようと思うということをメールで伝えました。この時点で、本部広報委員長が本部窓口となって下さり、副会長、事務局代表にもこちらからの報告が届くようになっていました。本部でもバックアップするというお返事をいただき、すぐに掲示板とメール通信で任意の安否確認を始めました。この日、東北支部の副支部長、総務委員長、研修委員長、総務副委員長と連絡が取れたため、情報を共有するため本部とのやり取り等CCメールを使用しました。情報を一本化し混乱を避けるため、支部の窓口は継続して私が行うことになりました。

            3/15(火)　本部副会長宛に東北支部支部長から避難所の仮設電話から連絡が入ったとのメールが届き、東北支部長にも副会長、総務委員長を経由して支部の動きが伝わりました。支部長名で再度、任意の安否確認をしている旨を掲示板とメール通信でお知らせしました。１６時に自宅の固定電話が繋がりました。

            3/16(水)　当支部会計委員長と連絡が取れず、年度末だったこともあり、会計処理について本部事務局代表が税理士と相談して下さり、その旨を掲示板とメール通信でお知らせしました。この日、本部広報委員長より自宅に電話をいただきました。

            3/17(木)　震災でPC等が壊れたという会員からの携帯メールでの返事もあり、HPやメールでの安否確認も限界に近づいていました。郵便配達が一部地域で再開されたことから、本部副会長と事務局代表のご判断で、会長からのお見舞い文と状況調査票を同封して会員に送付していただきました。会員の安否確認については、この時点で本部扱いとなり本部に連絡が入ったものをまとめてお知らせいただくことになりました。以降、本部の窓口が本部広報委員長より事務局代表になりました。

            3/18(金)　支部長のPCインターネット環境が整い、支部窓口が私より支部長になりました。

            3/24(木)　本部から安否確認の返信連絡が入り、以降、3/31(木)までの間、随時、掲示板でお知らせしました。

            3/29(火)　副会長より『東北地方太平洋沖地震(この時点では東日本大震災という統一名がありませんでした)の被災への対応方針』が届き、支部HP会員ページでお知らせしました。

            　

            　今回の震災では、たまたま最初に本部と連絡が付いたということで2009年4月に入会し、まだ在籍2年にも満たない私が、暫定的に支部の窓口となりました。

            　通常の組織論からすれば考えられないことだったと思いますが、本部のご判断、支部運営委員会の常日頃の連携、情報の共有化をはかっていたことから、連絡窓口を一本化したことで、情報の混乱を避けることができ、緊急時においてもかなりスピーディに動けたのだと思います。本部、また、静観していただいた先輩会員の皆様に感謝申し上げます。

            　

            【後記】

            　

             　その時私は職場にいました。同僚の携帯電話が鳴るとすぐに揺れ始めました。まもなく停電、自家発電に切り替わったので食堂のテレビをつけました。それは不思議な画でした。津波と思われる水が川を上り、堤防を越えて田畑を移動していました。どこまで行っても水勢は衰えずビニールハウスや家々を飲んでいきました。海岸からどれくらいの場所なのか、水の高さはどれくらいなのか全く分かりませんでした。平面的で現実味のない、不思議な画像でした。

            　その日は横浜から娘が、栃木から息子が帰省する予定でした。東京駅のホームで地震に遭った娘は品川まで歩き、品川プリンスホテルが「帰宅困難者」のために解放したロビーで毛布を借りて寒さをしのいだそうです。息子は大学の卒業式がないまま社会人になりました。

            　それぞれが、さまざまな「その時」を迎え、さまざまな体験をし、さまざまなことを思ったことでしょう。文字にできない想いを心の中に抱えている方もいらっしゃると思います。

            　当運営委員会ではこの大震災で体験したことを消費生活アドバイザー・消費生活コンサルタントの目を通して記していただくようお願いしました。多くの方から寄稿していただいたことに心から感謝いたします。

            　最後に、被災された方々が一日も早く「日常」を取り戻せるよう心からお祈りいたします。

            　

            NACS東北支部運営委員会　広報委員会　S

            　

            　

            　

            (公社)日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会(NACS)

            　

            《消費生活アドバイザー》

            　内閣総理大臣及び経済産業大臣事業認定の資格として(一財)日本産業協会が実施している消費生活アドバイザー試験に合格した者。企業や公共団体などで消費生活問題に取り組んでいる。

            《消費生活コンサルタント》

            　(一財)日本消費者協会が実施している消費生活コンサルタント養成講座を終了し卒業論文と筆記試験に合格した者。各地の消費生活センターなどでの相談業務、消費者啓発事業などに従事している。

            《消費生活相談員》

            　経済企画庁長官の事業認可を得て、(独)国民生活センターが実施している消費生活専門相談員資格制度の試験に合格した者。国・地方公共団体等が行う消費生活相談業務に従事している。

            　

            　

            《編集委員》

            第一章

            副支部長　大山さち江

            広報副委員長　水谷倭子

            　

            無断転載はお断りします。

            　

            　

            
                Ⅰ．はじめに

                Ⅱ．参考データ2)

                第一章　NACS東北支部会員の体験から

                Ⅰ．ライフラインが断たれた時に使えたモノ

                1．使えたモノ保存版説明

                2．保存版シート

                Ⅱ　NACS東北支部会員体験談文集
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